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は　じ　め　に
　「のど自慢」は１９４６年１月１９日，日本が終戦を迎えてからわずか５ヵ月後に始まり
爆発的な人気を博し，今日まで放送され続けている「国民的番組」である。その歩
みは，政府のプロパガンダ装置であった放送が戦後に「民主化」へと転換する中で
生まれた「視聴者参加番組」の草分けとして，放送史をひもとく貴重な資料に位置
づけられる。本稿はそうした「のど自慢」の
誕生から発展までを追いながら，戦後の放送
の民主化がどのように行われたのか，当時の
放送が聴取者である人々にどう向き合おうと
したのか，そして，人々は放送とどう関わっ
たのかを明らかにしようとするものである。
当時の雑誌，新聞，放送年鑑などの文献資
料，番組の参加者や制作者へのインタビュー
調査を基に，まず「のど自慢」が生まれた社
会的背景として GHQの放送政策，戦後の番
組づくりの変容についてまとめ，開始された
「のど自慢」の様子，歌われた内容や参加し
た人々について描写していく。更に「視聴者
参加番組」の与えた社会的影響について考察
する。
　最初に「のど自慢」の番組史を簡単にまと
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めておく。「のど自慢」は『のど自慢素人音楽会』という名で１９４６年１月１９日に始
まった。その後，ラジオだけでなく，テレビでも同様に放送され，今日に至る６０年
以上もの間，中断することなく存続してきた。その間，番組名・演出など変更を加
えながら現在に至っている。「のど自慢」の変遷は，１：誕生期（１９４６．１－１９４８．３），
２：発展・全盛期（１９４８．４－１９６４．３），３：衰退期（１９６５．４－１９６９．３），４：転換期
（１９７０．４－１９９８．３），５：展開期（１９９８．４－）という５つの時期に区分することができ
る。以下，各時期について，NHK年鑑，丸太実「『のど自慢』５０年 」 などの資料や
 （̍ ）
「のど自慢」制作に携わった人々のインタビュー調査を参考に整理してみる。
＜１：誕生期（１９４６．１－１９４８．３）＞
　『のど自慢素人音楽会』として始まり，全国コンクールが開催されるまでの期間。
当初は事前予選を行ない合格した人だけを放送していたが，約１ヶ月後にその予選
の模様自体を「テスト風景」と名付けて流すようになる。また，鐘で３段階の合否
を知らせるシステムや日曜日の昼間の枠の固定など「のど自慢」の原型がほぼでき
あがる。また，歌だけでなく物まねや漫談なども対象とすることで１９４７年７月に『の
ど自慢素人演芸会』と改称された。マンネリ化などで休止案が出たが，「総決算」
として開催された「全国コンクール」の反響で，継続することとなった。
＜２：発展・全盛期（１９４８．４－１９６４．３）＞
　全国への進出が進む。『のど自慢素人演芸会　テスト風景』と『のど自慢全国コン
クール』という２構成が定着する。４月から１１月までの毎週日曜は「テスト風景」，
１２月から３月までは「全国コンクール」の各地区予選が放送され， ３月２１日の放送
記念日に決勝大会が行なわれるのが通例となる。１９４９年にはアナウンサーの宮田輝
が司会として定着し，アナウンサーと出演者のやりとりが番組の特色となる。また，
５３年，テレビ放送が開始された年に「全国コンクール」はブラウン管に映し出され
たが，毎週日曜日開催の「テスト風景」のラジオ・テレビ同時放送が始まったのは
１９６０年からであった。テレビ放送になって，宮田輝の国民的な知名度は更に高まり，
後にタレント議員になる。「のど自慢」の人気が高まるにつれ，初期の素人演芸会
的な素朴なものから，大掛かりな催しへと性格は変わっていく。「のど自慢」への
出場経験を持ち，その後歌手として大成した者は，北島三郎，島倉千代子，坂上二
郎，倍賞千恵子など数多く，芸能界への登竜門としても機能した。
＜３：衰退期（１９６５．４－１９６９．３）＞
　「のど自慢」の人気が低迷した時期。１９６５年４月，宮田輝が自ら企画した『ふるさ
との歌まつり』の司会に移る。全国コンクールには常連の出場者が多く， １月～３
月はコンクール一色で，番組を開始した三枝健剛が初期に構想した活気ある演芸会
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的な催しと様子は大きく変わっていった。歌手のオーディション番組も増え，また，
地方局への派遣番組は『ふるさとの歌まつり』にその座を取って代わられ，番組自
体の存在意義が問われるようになる。
＜４：転換期（１９７０．４－１９９８．３）＞
　１９７０年，「のど自慢」は大きく改革される。番組名は『のど自慢素人演芸会』から
『NHKのど自慢』に改称。コンクール色の強かった内容を改め，参加者に焦点をあ
てたショーと人間ドキュメントの要素が取り入れられた。歌のうまさにこだわるの
をやめてコンクールは中止。一回ごとのイベントとしてうまい人だけでなく個性的
な人を出場させ，司会者とのやりとりを重視するようになった。ゲスト歌手を２名
呼び来場者へのサービスに努め，地元の名品・名産品を取り上げることで開催地の
紹介 PRを行い，不合格者の中でも熱演賞を選ぶなど，現在も続いている『NHKの
ど自慢』の構成・演出ができあがる。金子辰雄アナウンサーの司会が好評を博した
こともあって人気を取り戻し，地域からの誘致も積極的に行われる。
＜５：展開期（１９９８．４－）＞
　井筒和幸監督作品，映画『のど自慢』が話題になり，若者に「のど自慢」が再発
見される形で，新しい支持層を集める。１９９８年のブラジル大会を筆頭に，毎年外国
で開催されるようになる。日系人社会のアイデンティティの拠り所としての「日本
的なる番組」として演出されるようになった。
　本稿では，上記のうち１：誕生期 （１９４６．１－１９４８．３） と２：発展・全盛期 （１９４８．４－
１９６４．３）の時期について扱う。
１．放送の「民主化」
１．１　「政府」から「大衆」のための奉仕へ
　１９２０年１０月２７日に米国で最初に定時放送を始めたウェスティング社の「KDKA」
の試みから遅れること５年，日本においても１９２５年（大正１４年）３月２２日，東京・
芝浦の東京放送局仮放送所からラジオ放送の第一声が発せられた。アマチュア無線
家によって無数に飛び交っていたラジオ無線の 音 は，米国では企業の利益追求の道
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具として「マス・メディア化」され た が，日本では「放送は国家事業であり，よろ
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しく統一すべし」という逓信省の意向のもと，国家の音として早くから管理され，
戦中は国家の声「大本営発表」を各家庭にあまねく浸透させる装置として機能した。
　１９４５年８月２０日，連合軍最高司令官ダグラス・マッカーサー元帥は，神奈川県の
厚木基地に到着した。翌月２日にミズーリ号での降伏文書調印が行なわれ， ８日 
にはマッカーサーと将兵８０００人が東京に進駐， ６年８ヶ月に渡る連合軍の占領行政 
ラジオの民主化と「のど自慢」
が開始され た 。米国を中心とした組織，GHQ（General Headquarters of the 
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Commander for the Allied Powers 連合国最高司令官総司令部）がその実施にあ
たった。行政，司法，立法の全権は GHQの手に委ねられたが，基本的には，日本
政府を介した間接管理方式がとられた。しかし，放送をはじめマスコミ機関は例外
的に直接管理政策がとられた。具体的には，検閲制度と，示唆と助言による指導と
いう２種類の統制方法が用いられる。これらは，GHQの２つの部局，CIE（Civil 
Information and Education Section 民間情報教育局）と CCD（Civil Censorship 
Detachment 民間検閲支援）によって推進された。CIEは「非軍事化」「民主化」
を目標とする日本国民の再教育，一方 CCDはアメリカに対する有害情報が流れる
ことを阻止することを任務としていた。CIEと CCDは東京・内幸町の放送会館を
接収，オフィスを構えた。GHQは日本における占領政策として「民主化と非軍国
主義化」を掲げ，その目的を果たすため，大衆に影響力の強い放送の活用を重視す
るとともに，放送自体の「民主化」も積極的に押し進めた。
　GHQは１９４５年９月１０日，言論・報道に対する占領政策の一般原則を示す「言論お
よび新聞の自由に関する覚書」を出し，言論の自由を奨励するとともに，連合国や
占領軍に対する批判を禁じ，CCDの放送の事前検閲が開始された。２２日には「日
本に与える放送遵則」（ラジオ・コード）の覚書を公表，これによって，報道放送
は編集上の意見を取り除いた真実に即応したものでなければならないこと，すべて
の番組が宣伝上の企図を排除することが規定された。なお，このコードによって，
連合国に対する破壊的な批判や動静に関する報道は禁じられる。また，その他の動
きとして，周波数や出力の割当は，GHQの登録許可制になり，進駐軍向け放送（第
３放送）施設が接収される指令が出された。また，２７日に「新聞言論の自由に関す
る追加措置」，２９日には「新聞・映画・通信に対する一切の制限法を撤廃の件」など
一連の覚書をだし，長期間に渡って，放送の自由を拘束していた日本政府の取り締
まりや統制を解除した。こうして，放送は政府の管理から離脱し，民主化への転換
が明示されることとなったのである。
　日本放送協会は原則として，あらゆる番組編成・制作に関して，CIEラジオ課の
指導と CCDの検閲を受けねばならなくなった。具体的には，CIEは番組を ABC
の三段階にわけ，（A）は直接内容を指導監督し，（B）はゆるやかな事前指導，（C）は
放送協会にまかせるという方法をとっ た 。また，CCDの検閲は非常に厳格なもの
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だった。１０月４日に原稿の事前検閲を始め，送信別，放送目的，時刻，番組名，題
名，放送者名を書き入れた原稿を全文英訳したものと併せて放送２４時間前までに提
出することを義務付け，許可になった原稿の変更は一言一句許さなかった。これは，
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音楽放送，外国作品の翻訳にも適用され，音楽でも歌謡曲などの歌詞の一つひとつ
までが検閲の対象となるほどであった。また，当初は，講談浪曲から武士道や任侠
道など日本的なものは一切廃止された。こうした初期の徹底的な統治管理の姿勢は，
GHQが日本放送協会に対して，戦時中，積極的に国家のプロパガンダに協力した
と，強い不信感と厳しい評価を持っていたためであった。
　CIE放送主任官ロス大尉は１９４５年１０月２５日，「報道の自由独立確立」に関連して，
日本放送協会会長大橋八郎，国内局長矢部健次郎らの幹部職員を集めて放送批判を
行なった。この批判からは，CIEが日本の放送をどのように問題視していたかだけ
ではなく，日本に求める新たな放送像が読み取れる。以下ロス大尉の批判の要点を
あげる。
・東京ラジオ（放送協会）に積極性の著しい不足を認める。新分野を拓いていこ
うという意思に欠け，番組のダイナミックな運行に不足している
・日本のラジオ当事者は，国民が何を求めているか，探り出す努力をしていない。
上から大衆に放送を聴かせてやるという態度を脱していない
・デッドスポット（放送休止時間）の一掃を求める。聴取者を引っぱっていくた
め番組の充実を図られたい
・娯楽，音楽，コメディーなども十分ではなく，国民の求めるところを探求し，
ダイナミックなプログラムを期待する
・今のラジオがもし国民の要求に応じられなければ，ほかのものがこれに代わり
うる。現在でも新放送局開設の機運はあり，真に成功するものは国民の要望に
応ずるもののみである
・日本のラジオは政府の独占から完全に切り離されなければならな い 
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ロス大尉の見解によれば，放送とは「聴かせてやる」ものではなく，国民の要求に
「応じるもの」，すなわち「聴いてもらう」ものである。また，「政府」ではなく「国
民」のためのものなのである。CIEは“聴かせるラジオ”から“聴かれるラジオ”へ
と，戦中とは１８０度の転換を求めた。CIEは日本人の「民主化」再教育のために放
送を活用しようとしただけではなく，日本の放送システム自体の民主化を，断行し
ようとしていた。
　GHQは，放送協会の機構，人事面の民主化にも着手し，各界の代表からなる民
間的な組織団体，放送委員会を発足させ，放送協会の新会長候補を選出させ た 。こ
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うして４６年４月，高野岩三郎が新たに会長に選出された。高野は「大衆のための奉
仕」という新たな放送像を次のように「『日本放送協会報』号外１９４６．４．３０ 」 に載せ
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ている。
ラジオの民主化と「のど自慢」
　ラジオを通ずる新日本建設の事業は，申すまでもなく，民主日本の建設である
以上，放送の対象は非常に広汎な国民大衆であり，即ち勤労者大衆がその中核で
あります。従ってラジオは大衆と共に歩み，この大衆のために奉仕せねばなりま
せん。太平洋戦争中のように，専ら国家権力に駆使され，所謂国家目的のために
利用されることは，厳にこれを慎み，権力に屈せず，ひたすら大衆に奉仕するこ
とを確守すべきであります。
　また，所謂指導者顔して，大衆と遠くかけ離れ，遥か彼方から大衆に号令し，
大衆に強制し，大衆にラジオを嫌悪する感情を抱かせてはなりません。あくまで
大衆と共に歩むことの心懸けが肝要であります。
　然し，大衆と共に歩むことは，決して大衆に媚び，大衆に盲従することであつ
てはなりません。ラジオの真の大衆性とは，大衆と共に歩み，大衆と共に手を取
り合ひつゝ，大衆に一歩先んじて歩むことであります。
「大衆への奉仕」という基本方針が明確に謳われ，誕生の頃から拘束されてきた国
家権力からの独立が表明されている。「政府」から「大衆」へという放送改革は，
GHQによる民主化政策により，放送理念の中心におかれるようになったのである。
１．２　新しい放送の胎動
　放送は逓信省の指導による国策維持のメディアから一転，民主的で「大衆へ奉仕」
するメディアとなった。このような要請に対して，どのような番組を制作し，伝え
ていくのか，という具体的な展望はなかなか見えてこず，実際の政策担当者たちは
新たな番組作りを模索することとなる。
　１９４５年８月以降，放送が GHQの管理下におかれるようになってからスタートし
た主な番組は，『建設の声』（のち『私達の言葉』に改称），『街頭にて』（のち『街
頭録音』に改称），『出獄者にきく』，『実用英語会話』，『座談会』（のち『放送討論
会』に改称），『真相はかうだ』，『紅白音楽試合』（のち『紅白歌合戦』に改称），『戦
争裁判報告』，『希望音楽会』であった。また，４６年には『のど自慢素人音楽会』，
『尋ね人』，『炭鉱へ送る夕』，『話の泉』などが開始された。４７年に始まったのは『ラ
ジオ実験室』，『向う三軒隣り』，『鐘の鳴る丘』，『日曜娯楽版』，『二十の扉』などで
あった。
　社会系，娯楽系，教育系，あらゆるジャンルで新しい番組が制作され始めた。こ
れらの番組は，当然 CIEの影響が多くあった。占領下の番組制作について，『真相
はかうだ』などの番組作りを手がけ，後に編成局長，放送総局長を歴任する春日由
三は，「占領下の放送」と題された座談会の中で次のように述懐する。
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　番組が２つあって，僕達のほうからつくっていって，検閲をとって出すものと，
向こうさんがこういう番組をやれといって，英語でこしらえた台本を日本語に押
しつけた＜真相はかうだ＞みたいなやつがある。だんだんやっているうちにおも
しろくて，中身に自分たちがさわりたくてしょうがない。だからアメリカ製番組
もあったんです よ 。
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ここで挙げられている『真相はかうだ 』  は CIEが企画・脚本・演出すべてを手が
 （̍ ）̌
けた，日本の軍国主義思想を排除する意図をもったキャンペーン番組であった。「南
京大虐殺」や「バターン半島死の行進」など，日本軍による残虐行為を効果音をふ
んだんに交えて生々しく再現したもので，反響も大きかったが，軍部の非道ぶりを
誇張しすぎたり，事実を歪曲したり，あまりにも露悪的であることも少なくなかっ
た。そのため逆に非難の投書が多く短命に終わったが，その構成や演出手法はドキュ
メンタリードラマのモデルとなり，NHKの制作者たちに影響を与えた。
　戦後の新しい番組作りを検討する上で，留意しておかなければいけないことは，
CIEはイデオロギーだけでなく，自国で行なっていた放送手法を日本の放送に導入
したことである。このことが，日本の放送の番組制作手法に大きな変化をもたらす
のである。
　CIEの指導により，１９４５年１１月１日には「全日放送」システムが導入された。こ
れによって放送は開始から終了まで継続して流されるようになった。それまでは番
組時間はまちまちで，次の番組まで，デッドエアーとよばれる空き時間があったが，
それは廃止された。また，同年１２月１日には，放送番組の枠を１５分単位のクォー
ターシステムにした。これによって，「時報まで３分お待ちください」や「只今の
時報は９時６分でした」といった番組内容主導の番組時間は一掃され，逆に時間の
枠にあわせた番組制作がなされるようになった。ラジオによって作り上げられる現
実，ラジオというメディアに合わせた現実の再構成が始まったのである。こうした
アメリカ型の放送システムの導入は全く新しい番組作りの契機となる。先ほどとり
あげた座談会の出席者で，戦前アナウンサーとして入社，戦後演出を手がけ編成局
長も務めた島浦精二は以下のようにコメントした。
　１５分システムという CIEの指導で，システムそのものには非常に困ったんで
すが，一つ教えられたことは，普通にやっている長唄をそのまま放送するんじゃ
なくて，放送のためにひとつひねれということであって，これはなるほど一つの
考え方だなと思いましたね。放送用の番組をつくれということです よ 。
 （̍ ）̍
番組を時間内に収めることは，放送用の番組をつくるということであり，それは制
作者たちにとって新しい発想であった。また前出の春日も，
ラジオの民主化と「のど自慢」
　どの放送でもスクリプトをつくらなければならないということは検閲からきた
んだけれども，結果的には放送用につくれということの教えと同時に，放送本来
のスクリプトがあるべきだということが，検閲でえたものの中で大きなプラスだ
といえるでしょう ね 。
 （̍ ）̎
とも語っている。スクリプトを書くことが，放送ならではの番組制作を模索するこ
ととなり，番組演出への気付きをもたらしたのである。CIEの徹底した管理は，ア
メリカの番組作りの手法を制作者に伝えることになり，日本における新しい放送番
組制作のあり方を生み出していく。
　イデオロギー的にも手法的にも CIEの影響を受けながら，戦後になって始まっ
た番組の中で，新しい発想を持つ番組が誕生する。一般の人々が出演者となり，マ
イクの前に立つのである。CIEは米国にすでに存在している番組を参考にして番組
制作するよう指導し，国民が放送に出演するという番組様式が作られた。国民の声
を放送にとりいれる，という趣旨の番組は，占領政策において，民主主義的思想を
日本に植付けかせようとする上で，重要視された。これは「聴取者参加番組 」  と呼
 （̍ ）̏
ばれるようになり一つの放送番組様式として確立していく。
　国民の声を放送に反映するために，聴取者からの投書と実際に出演させるという
２種類の方法がとられた。１９４５年９月１９日には，聴取者からの投書を放送する『建
設の声 』  が開始され，同年９月２９日には録音マイクを持って街角に出て行き，通行
 （̍ ）̐
する人々に社会事情に関して自分の意見を発言してもらう『街頭にて』（『街頭録音』
に改名）が放送された。『座談会』（のち『放送討論会』）は，出演した有識者と会
場の観衆が自由に意見を交わすもので，それまでのタブーであった天皇制をとりあ
げ，波紋を呼んだ。また，そうした試みは，社会系の番組ばかりでなく，娯楽系の
番組にも同様に表われ，同年１０月３日，投書のリクエストに答える『希望音楽会』，
４６年１月１９日には『のど自慢素人音楽会』が始まった。また最初の「クイズ番組」
である『話の泉』は４６年１２月に誕生した。これは米番組の『Information Please』
を翻案したもので，問題を聴取者から葉書で募集し，聴取者に「異常の興味を喚起
した 」  と言われる。
 （̍ ）̑
　それまでは電波に乗ること，マイクの前に立つこと，というのは全て政府の許可
を必要とし，一般の人々が放送で自由に意見を述べることなどは想像もつかなかっ
た。国民は情報の受容者にすぎず，発信者ではなかった。「日本人の意識変革」を
目指す GHQは，自由な討論という民主主義的原則を日本社会に植え付けるべく放
送を活用しようとしており，国民の声を拾うという趣旨の番組は戦後にいち早く企
画された。「のど自慢」は米国の翻案番組ではなかったが，こうした新しい民主的
広島経済大学研究論集 第３２巻　第３号７６
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な番組を作ろうとする熱気の中で生まれたのである。
２．「のど自慢」の誕生
２．１　「のど自慢」の創案
　「のど自慢」は誰によってどのように始
まったのであろうか。「のど自慢」を始め
たのは NHK音楽部プロデューサーの三
枝健剛，音楽部長の吉田信，副部長の丸
山鉄雄であった。中でも，作曲家・三枝
成彰の父である三枝健 剛 は「のど自慢」
 （̍ ）̒
を具体的に創案した人物であった。三枝
は１９４５年の末に，最初の「のど自慢」の
提案を行なっている。「のど自慢」誕生
に関する逸話は三枝自身が新聞記事や雑
誌において繰り返し語っており，以下，いくつかを抜粋してみよう。
　のど自慢素人音楽会の企画の動機は終戦後の混乱期に何かユーモアをもつ明る
い番組がほしかったところへ歌手の新人募集の案が出た。それに関連してヒント
を得た事は，人が集って慰安会みたいなものを開く時とか一杯ひっかけた時には
誰か必ず日頃ののど自慢が現れて来るものである。こういふ人達が美しく歌ふ放
送は必ず聴取者の方々にも共感をしてくれるだろうといふ［推］測のものに敢へ
て募集して見た。所が意外な反響があったやうなわけで，聴く人，歌ふ人がなご
やかに楽しめる所にねらひがあったのであ る 。
 （̍ ）̓
上記は，１９４８年３月２１日に開催された第１回『のど自慢全国コンクール』のパンフ
レットに，三枝が「のど自慢由来記」と題して記したものである。これによれば，
三枝は単なる新人発掘のための番組を作ろうとはしていなかった。「のど自慢」で
想定していた出演者は，プロを目指す専門的な歌い手ではなく，“日頃ののど自慢”
すなわち隣人や親戚の中にいるような歌を得意とする素人の歌い手であった。また，
三枝は，“聴く人，歌ふ人”双方が楽しむ番組作りを目指していたが，それは，慰
安会や演芸会など当時の人々が共有していた娯楽の場を放送空間に移植する試みで
あったと言えよう。
　なお，戦前に行なわれていた新人募集の番組を復活させる案が出た折，吉田は，
戦争中に毎日新聞のパリ特派員だった城戸又一氏から聞いたものとして，フランスで
は誰でも放送局に飛び込んでシャンソンを歌い，アナウンサーとのやりとりをする
ラジオの民主化と「のど自慢」
初期の頃の審査風景。一番左が三枝健剛
（三枝夕記氏個人資料）
面白い番組があるとの話を紹介したとい う 。こうした話を受けて，具体的な番組企
 （̍ ）̔
画案を三枝が提出したという資料があるが，三枝自身が思い描いていた「のど自慢」
像は，先にも触れたように日本に根付いていた娯楽様式である素人演芸会が根底に
あったようだ。三枝は，「のど自慢」像を思いついたのは，軍隊時代の素人演芸会の
体験にあったと後に繰り返し述懐している。厳しい軍隊生活の中で，開催された演芸
会は，人々の唯一の娯楽であった。そこでは，かわるがわるお国自慢の民謡や得意の
芸が披露された。また，中にはうまいとは言えないようなものもいたが，それがまた
笑いを誘い，人々の楽しみとなっていた。
　発想のもとはといえば，軍隊時代の新兵の演芸会にありました。歌謡曲，民謡，
漫才……きびしい軍隊生活の中でハメを外す会として，どこの中隊でもやってい
まし た 
 （̍ ）̕
戦前にも放送で「のど自慢」というタイトルを使った番組が放送されていたことが
あっ た 。しかしそれらはプロの歌い手による歌番組であり，素人が歌唱力を披露す
 （̎ ）̌
るといった趣旨ではなかった。三枝が「のど自慢」という言葉を使ったのは，１９３３
年１２月にコロンビアから発売された「山の人気者」というヨーデル 曲 の「さすがは
 （̎ ）̍
喉（のど）自慢　すごい腕前」という訳詞からアイディア得たとい う 。上記の歌詞
 （̎ ）̎
にもあるように「のど自慢」という言葉は放送で使用する前から存在していたが，
「歌の上手なことを自慢すること，また，その人自身」を意味する言葉でしかなかっ
た。現在人々が「のど自慢大会」などと呼ぶ際に指し示す「歌唱力を披露したり，
競い合うコンクール」という意味の共有化は，放送の「のど自慢」人気が創出した
ものであった。細川周平は，『サンバの国に演歌は流れる』の中で，日系ブラジル
移民の音楽文化を，「演芸会の時代」，「のど自慢の時代」「カラオケの時代」と区分
し，「のど自慢」という娯楽様式を，「演芸会」に（１）競技性を加え（２）種目を歌のみ
に絞ったものと定義し た が，実際三枝は「素人演芸会」をベースに「のど自慢」と
 （̎ ）̏
いう新しい娯楽様式を生み出していたのである。
　しかしながら，こうした三枝が思い描いた「素人演芸会」をメタファーとしてい
た「のど自慢」は，放送の民主化が進められる中においても最初から理解が得られ
ていたわけではなかった。「のど自慢２５年：世相よもやまばなし」の中で，三枝が
提案した際において，以下のようにコメントしている。
　昭和２０年，当時の NHK音楽部長・吉田信（現日本音楽著作権協会常務理事）
さんの時代に，ちょうど〈話の泉〉ができた頃でしたが，戦争も終わったんだか
ら，新しく何か始めて，新人歌手が出てもいいんじゃないか，それには募集がい
いだろうということで，吉田部長，丸山副部長（鉄雄・現コロンビア芸能社社長）
広島経済大学研究論集 第３２巻　第３号７８
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と共に始めたんです。
　私も若気の至りで，大当たりする番組なんていうことを考えていたものですか
ら，新人歌手ということよりは，しろうとで下手なほうがおもしろいじゃないか
と云ったんです。
　ところが，いままで，しろうとが歌うということはなかったので，それは危険
だという。いや，かえっておもしろいんだと，ある人と議論したことがありまし
たね。昔は企画を提案することによって，夜の番組はどんどん変わっちゃうんで
すよ。レギュラー番組はないんです。提案を毎月とってそれを入れるんです。そ
れで私は＜のど自慢とび入り素人音楽会＞というのを提案しました。
　放送をはじめる時はとび入りをやめました＜のど自慢素人音楽会＞にしました
が，いまの形のようではなく，募集して合格した人を出すということだったんで
 す 。
 （̎ ）̐
当時の放送は，三枝が「レギュラー番組はない」「提案を毎月とって入れる」と語っ
ているように，「新しく何か始める」空気が制作現場に満ちていたように思われるが，
素人の歌声を放送に流すことが「かえっておもしろい」という三枝の発想は，まだ
「危険」と躊躇されるものであった。それは，放送の従来の価値観と新たな価値観
とが衝突する一つの表れであったのだろう。１９５１年１月６日付けの『ラジオ新聞』
「生みの親にきく　あの頃の思い出話」の中で三枝は，「大分反対もありました。“ま
ずい素人の歌なんか聴いたってしようがないだろう”」と語っているように，放送
から流れる歌の基準は「うまさ」であり，あえてその基準から外れる「素人」とい
う新しい要素を，放送のコンテンツとして持ち込むことは，懸念の声が強かったの
である。
　実際，三枝が当初提案した『のど自慢とび入り素人音楽会』は１９４５年の年末の番
組委員会で一度没にな る 。年が明け，折衷案として「とび入り」を題名からも外し，
 （̎ ）̑
集まった人を事前にテストをして，合格となった人だけを放送する「うまさ」への
基準を残した形で『のど自慢素人音楽会』として採用されることになった。
２．２　「のど自慢」始まる
　朝６時頃，浅草から地下鉄に乗って，……NHKに着いたら，すでにもう２０人位
が受付に並んでいた。受付を始めたのは９時頃だったと思う。その時には３００人く
らいに列はふくれあがっていた。……並んでいる人たちは，実に雑多だった。服
装もまちまち，職業もばらばらのように見えた。復員兵，会社員，職人，学生，
ダンサー，女給，女事務員，主婦とあらゆる階層の人たちが，押し黙りがちに受
ラジオの民主化と「のど自慢」
付開始時間を待っていた。… … 
 （̎ ）̒
第一回『のど自慢素人音楽会』で，一番初めに合格し後に「床屋の英ちゃん」と呼
ばれ「のど自慢」出演者として有名になる下門英 二 は，当日の模様を上記のように
 （̎ ）̓
書き記している。
　１９４６年１月１９日，第一回目の『のど
自慢素人音楽会』が開催された。事前
にニュースの後の局報で数回の告知を
行っ た 。当日，予想以上の出演希望者
 （̎ ）̔
の数に審査にあたった三枝，吉田，丸
山らの驚きの声が残されている。丸山
は当時を振り返って，
　内玄関から霞ヶ関分館のあたりま
でエンエンの長蛇の列。守衛さんの
話によると朝の５時頃から弁当持ち
で並んでおり，昨夜立って近県から出かけてきた人もあるという。中には配給の
行列と間違えた人もあるという。締め切りの午後１時までに集ったのが９００ 名 。
 （̎ ）̕
と記した。敗戦からわずか半年，街には闇市が並び，食べることに精一杯どころか
「『食わない』ことのほうがむしろあたりまえ 」  の誰もが貧しかった時代に，ラジオ
 （̏ ）̌
で歌を歌うためだけにこれだけの人々が集まってきたのである。当事者の驚きも容
易に想像がつく。
　なお，『音楽会』の１９４６年１月号に掲載された三枝の報告記事によれば，この時，
集ったのは約９００名だったが，あまりの人数の多さに８００名は後日審査することにし
て，１００名の中から１０名の合格者を選出した，とい う 。午後６時から，その合格者の
 （̏ ）̍
放送が実施された。その後も５月迄に更に３回の応募が行なわれたが，出場を希望
する大衆の熱意は衰えることはなく，第２回の募集に集ったのは６００名， ３回目が７００
名， ４回目１３００名で，合計３５００名がテストを受け，約１割の３４０人から３５０人が合格
したと，丸山は同年６月の『放送文化』に記してい る 。また，歌われた曲目は，「リ
 （̏ ）̎
ンゴの唄」，「愛染かつら」，「たれか故郷を想はざる」，「赤城の子守唄」，「名月赤城
山」など歌謡曲が多かった，という。
　開始１ヶ月後には，合格者を選ぶ過程そのものを放送してはどうかという話が吉
田と丸山から出て，予選の模様が流されるようになり，「テスト風景」という副題
がつけられた。三枝が当初提案していた「のど自慢」像に近づき，また同時に，現
在も続けられている「のど自慢」の輪郭が実際に描かれ始めたと言えよう。当初は，
広島経済大学研究論集 第３２巻　第３号８０
開始当初の『のど自慢素人音楽会』（三枝夕記
氏個人資料）
８１
放送前に出演者を選ぶ予選を行なうことなしに，アトランダムにテストしていると
ころを中継したため，合格者が一人も出ないまま放送時間が終ってしまうこともあっ
たとい う 。
 （̏ ）̏
　１９４６年３月２５日付けの『アサヒグラフ』では，「日々谷の放送会館が，時ならぬ大
群集に取り囲まれるのが近頃の異風景 」  と，建物の前にずらりと並ぶ人々の写真を
 （̏ ）̐
紹介し，当時の「のど自慢」風景を伝えている。順番待ちの人々が集う中，大きな
スタジオで，マイクに向かう人々の真剣な姿が写しだされている。添付されている
記事には，
　これぞ最近ラヂオで好評の「喉自慢素人音楽会」，別して「心臓自慢素人音楽会」
のテストに，全国から喉を撫して馳せ参じた老若男女の一群である。去んぬる日
のテストの応募者は男女相半ばして７百人余。その内の一割が合格と云うから相
常の狭き門という云ふわけ。それでも審査員はヤレ秋田から３日がかりで今着き
ましたとか，手の混んだ草笛入りの尺八持参だとか，曲目が素人離れしてゐると
か云のが現れる（省略）
と書かれ，全国から，「のど自慢」のマイクを目指して集ってきた人々をユーモアを
交えた視線で“おかしな”現象として紹介している。
　当時は，合格は鐘によってではなく，別室の審査員室からガラスごしに，合格の
際は指で丸を作り，不合格では手を横にふるなど，予め決めてあった合図を送り，
アナウンサーが直接伝えた。不合格とは言いづらいため「結構です」と伝えたが，
ときおりそれを肯定的に受け止め，合格と勘違いしたことなどもあったとい う 。い
 （̏ ）̑
かに歌をきりあげてもらうか大衆とのやりとりには試行錯誤があり，そこから「の
ど自慢」の鐘が生まれた。当時日本放送協会では，すでに飛行館などを会場として，
『希望音楽会』『お好み演芸会』など公開番組がおこなわれていたが，その盛況ぶり
を受け，１９４７年３月から，事業部が日本橋白木屋の７階を，直営の専属劇場として
借り受け「ラジオ劇場」と名づけて中継放送を始めた。「のど自慢」はその余興と
して，毎日行なわれていた時期があ り ，鐘はその会場で使用され始めた。丸山の記
 （̏ ）̒
録に戻れば，ラジオ劇場の舞台係りの山崎寿夫事業課員が言葉の替わりにチューバ・
ラジオの民主化と「のど自慢」
放送会館を取り囲む参加者（「押しかけたノド自慢」『アサヒグラフ』朝日新聞社　
１９４６年３月２５日）
ベルの鐘を利用することを発案，最初は合格には３つ，不合格に１つを鳴らしてい
るだけであったが，その間の２つ鳴らす評価を加えるようになったという。その後，
鐘を「景気よく」（丸山）連打するようになり，現在も使われている独特のメロディ
が定着するのは更に後のことであっ た 。
 （̏ ）̓
　１９４７年７月には，歌だけでなく，物まねや漫談などの演芸も加え『のど自慢素人
演芸会：テスト風景』と改称され，放送時間も日曜日の昼間，ニュースの後の１２時
１５分からに定着する。しかしながら，一方で出演者のガラの悪さ，常連の増加など
が問題となり，「マンネリズムの傾向に陥った 」  ことから，秋頃から廃止案がでる
 （̏ ）̔
ようになった。三枝も当時を振り返って「＜のど自慢＞を一年やって，十分役目を
果たしたから，これでやめようじゃないかということで，全国コンクールをやって
一応おさめようというのが，音楽部の方針でした 」  と語っている。
 （̏ ）̕
　１９４８年３月２１日の放送記念日，『のど自慢全国コンクール』が東京の神田共立講堂
で開催された。通常の「テスト風景」
とは異なり，事前に各地方で予選が行
われ，選出された代表者が一同に介し
て歌声を競った。対象は歌のみで，歌
曲・俗曲・歌謡曲それぞれの日本一が
決められた。このコンクールは，応募
総数３万数千を越えるほどの人気を呼
び，ある地方では白熱化のあまり，審
査員が審査表を取り上げられるさわぎ
などが起き た 。
 （̐ ）̌
　その熱狂ぶりは，様々なエピソード
を産んだらしい。『NHKラジオ新聞』
では，５０円の入場券にプレミアがついて２００円になり，氷雨の中を“エンエンたる
ファン”がつめかける中，「会場の外の入場しきれない聴衆に縄ばしごを下し，こ
れを釣り上げて入場させるという」珍商売「釣り上げ屋さん」が登場したと紹介し
てい る 。読売新聞は翌日の社会面トップに全国大会についてとりあげ，約５０００枚（１
 （̐ ）̍
枚１０円）のプログラムに５円のプレミアムがつき，神田署から警官隊が整理のため
かけつけたと報じた。こうした大衆の圧倒的な支持により，「のど自慢」の廃止案
は「うやむやに」なった。
　以降「のど自慢」は，『のど自慢素人演芸会：テスト風景』を放送する４月から１２
月までの期間と，『のど自慢全国コンクール』の各地区予選と本選を放送する１月
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第１回「のど自慢全国コンクール優勝大会」
の模様（『のど自慢な人びと』 文藝春秋 １９９８， 
８４頁）
８３
から３月まで，という２つの番組形態が併存するようになる。この２構成の形は，
テレビ放送が開始されても変わらず，１９７０年４月に「のど自慢」が改変されるまで
続く。
３．「のど自慢」の発展
３．１　全国展開と「のど自慢」文化
　「全国コンクール」で証明された「のど自慢」の人気は，短期で衰えるものでは
なかった。数字で追ってみよう。１９４８年３月に行なわれた第１回目の「全国コン
クール」の応募者数は３万数千人以上，４９年第２回で１万８０００人，５０年第３回は１
万７０００人，５１年第４回が１万８０００人に上ったと報告されてい る 。「全国コンクール」
 （̐ ）̎
の地区予選からの総観覧者数は第２回で２０万，第３回で３０万，第４回で約４０万人と
され る 。その後のデータは残ってはいない年が多いが，１９５９年３月に開催された第
 （̐ ）̏
１２回「全国コンクール」の応募者は１万６５７人，翌年第１３回の応募者が１万４８８７人と
報告されてい る ことから，減少の傾向はありながらも，多数の応募者が１０年以上に
 （̐ ）̐
も渡って存在していたことがわかる。また，毎週の「テスト風景」でも人気は高く，
東京管内だけで も １９５１年度に毎月１０００名近い申し込み，５２年度から５４年度まで毎月
 （̐ ）̑
７００～８００名の申し込みがあったと報告されてい る 。更に，のど自慢は参加希望者だ
 （̐ ）̒
けでなく，放送の聴取者の支持も根強かった。『放送５０年史・資料編』（１９７７年）の
５７９頁から５８２頁までの表「NHKラジオ第１放送でよく聞かれている番組」によれ
ば，「のど自慢」の聴取率は１９５０年６１％，５１年５６％，５２年５７％，５４年５０％，５５年
４７％となっている。テレビは１９５３年に放送を開始したが，その視聴者契約数が１０００
万を越えたのは１９６２年であり，戦後人々の家庭での娯楽は長らくラジオが主であっ
た。そうしたラジオ全盛時代に「のど自慢」は常に聴取率上位に上がっており，ま
た，１９５３年から１９５６年まで，聴取率１位を占めていた『三つの鐘』は，「のど自慢」
に合格した人々が出演するという関連番組であったことを鑑みると，「のど自慢」
がいかに人々の日常の娯楽として根付いていたのかが伺える。
　こうした「のど自慢」の人気は，番組の全国展開をもたらした。１９４８年から『の
ど自慢素人演芸会　テスト風景』は各地方で開催されるようになっていった。NHK
の１９４８年度版『ラジオ年鑑 』  には「殺人的交通地獄，汽車賃が高い，東京迄行く暇
 （̐ ）̓
がない」といった各地元の人々の要望に応える形で， ７月宇都宮， ８月水戸， ９月
千葉，１０月前橋，１１月横浜，１２月浦和に「マイクを現地に移動し大好評を得たし同
時に地方文化の昂揚に資した」と記されている。以降，毎年『ラジオ年鑑』でなさ
れる報告から「のど自慢」の拡がりについてみてみよう。翌４９年度７月には，伊豆
ラジオの民主化と「のど自慢」
大島で開催，中継された。その後も最終日曜日は，東京管内各地で開催（６月小田
原市， ７月佐原市， ８月青梅市， ９月熊谷市，１０月日光市，１１月高崎市）され，５３
年度には，東京以外で月に２回開催し，番組のローカル色を強めていくようになる。
５７年度には，更に毎月数回地方から放送し， ４月大島， ５月木曾福島，１０月越後柏
崎，とより遠方で開催された。５８年度は八丈島で開催され，「ショメ節や樫立踊りな
どの珍しい郷土民謡に踊りまで加えて大盛会であった 」  と報告されている。また，
 （̐ ）̔
「全国コンクール」に沖縄県が正式参加した年であった。５９年度６月には「テスト風
景」も沖縄で開催される。「のど自慢」がスタジオからではなく全国各地域で催さ
れるようになったことで，訪れた土地のことを全国に伝える番組ともなっていった。
　また，「全国コンクール」は第一回から，各地域，各県，各ブロックとそれぞれの
大会で代表者を選出し，高校野球のように優勝大会に臨むトーナメント方式であっ
た。北海道・東北・関東甲信越・中部・関西・四国・中国・九州とそれぞれのエリ
アを代表する選抜者たちが「のど自慢」日本一を競ったのである。なお沖縄は，前
述のように本土復帰が成される１０年以上前に，「のど自慢」の日本地図に組み込ま
れていた。「のど自慢」は全国規模で開催され，まさに「国民的番組」へと発展し
ていったのである。
　こうした「のど自慢」の盛況ぶりは，NHKによる「のど自慢」以外の「のど自
慢」を生み出していくこととなった。『週間読売』は１９５５年「“歌”いくたびか――
のど自慢ないしょ話」と題して「のど自慢」番組の特集を行なったが，文化放送の
『お国自慢のど自慢』『素人ジャズのど自慢』，ニッポン放送の『職場対抗のど自慢』
『ものまねノド自慢』など，東京エリアで３０以上の「のど自慢」類似番組がラジオ
から放送されていることを紹介してい る 。また，放送局だけではなく「のど自慢」
 （̐ ）̕
は，市町村のお祭りなど全国各地で開催されるようになる。キングレコード文芸部
長の清水瀧治は，素人のど自慢は戦後１年目頃から全国的な流行となったとし，（１）土
地の興行師か有力者の主催で極く限られた区域を対象とした，その場限りの素人の
ど自慢演芸会，（２）レコード会社がレコード歌手を求めるのを目的とした新人歌手コ
ンクールというようなもの，（３）放送の素人のど自慢，の３種類があるとし，（１）が
全国的に「疫病の如く」流行していると嘆いている。清水によれば「土地の興行師
かインチキ新聞の手によって興行化されており，東京から専門の審査員を招へいす
る程の良心的なものは極く稀で，全然音楽などというものに縁の無い，その土地の
顔役連が，いい気になって審査に当たっているという無責任極まるものが多い 」  の
 （̑ ）̌
だ。清水の言うほど地域の「のど自慢」が“インチキ”であったかは定かではない
が，「のど自慢」が，いかに日本において熱狂的に受け入れられ，一つの娯楽とし
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て定着していったかがわかるであろう。
　こうした「のど自慢」文化は放送だけでなく，
周辺メディアにも積極的に取り上げられていく。
「のど自慢社」による『のど自慢』，「のど自慢新
聞社」の『のど自慢新聞』など，出演者の体験
談や合格者の声などを掲載する「のど自慢」専
門紙が刊行された。古川録波は１９４８年６月５日
―２９日の「ロッパ一座新緑講演」で，『のど自
慢都へ行く』を上演した。歌手を目指す村の青
年が「のど自慢」のテストに挑戦するも，付き
添いの村の娘が歌手になってしまうというス
トーリーで，小唄勝太郎が歌手になる村娘に扮
し た 。こうした「のど自慢」を通した立身出世
 （̑ ）̍
ストーリーは，映画でもとりあげられ，４９年に
花菱アチャコ主演の『のど自慢狂時代』（斉藤寅
次郎監督），５１年には小林桂樹主演『のど自慢三羽鳥』（渡辺邦男監督）が封切られ
た。当時の「のど自慢」は，坂上二郎，島倉千代子，北島三郎など，後に歌手とし
て成功する者が多数出演している。「のど自慢」の出演者には歌手になることを夢
見ている者が大勢いた。「のど自慢」は，大衆のサクセスストーリーを体現するも
のとして語られていたのである。
３．２　「のど自慢」の風景
　開始当初の「のど自慢」はどのような番組だったのであろうか。２本の古い記録
映画が残っている。１本は『素人のど自慢――テスト風景』で，もう１本は『第１
回全国コンクール優勝大会』のダイジェストであ る 。コンクールは１９４８年３月２１日
 （̑ ）̎
に開催されており，「テスト風景」も同時期に制作されたとみら れ ，それぞれ１０分
 （̑ ）̏
弱にまとめられている。高橋圭三が司会を務めており宮田輝が専属アナウンサーに
なる前の時代のものである。
　「キンカンコンカンコンカーン」。「テスト風景」では，冒頭で鐘が鳴り響き，テー
マ音楽と激しい拍手にのって番組が始まる。現在と同じように思われるが，鐘のメ
ロディもテーマ音楽も異なる。出演者として取り上げられているのは，歌謡曲を歌
う男性，珍しい楽器を演奏する男性，三重奏をする姉妹，野バラを歌う７歳の男の
子，歌曲を歌う女性，漫才をする二人組み。演目は多様である。まず印象付けられ
ラジオの民主化と「のど自慢」
『のど自慢』のど自慢社　１９４８年５
月１日
るのは，歌うフレーズが短いことである。「オトコ，ジュンジョウノ～」「カーン」， 
１章節か２章節で鐘が鳴る。歌っている人の後ろには，自分の出番を待っている
人々が列をなしている。マイクの横には高橋圭三が立ち，終わると「どこからいらっ
しゃいましたか」「お仕事は何を」「お歌はどこで習ったの」などと二言三言言葉を
交わすが，次から次へと出演者は“さばかれて”いき，まさに人々が歌の「テスト」
を受けているように番組が進められていく。何よりも違和感を覚えるのは，スタン
ドマイクの前で，人々が姿勢よく直立不動で立って，懸命に歌っていることである。
複式呼吸を使い，基本的には誰もが歌曲に近い歌い方をしている。また，合格の基
準は厳しく１つしか鐘がならないことも多い。なお合格したのは「ラジオ歌謡」で
歌われる，教科書的な歌であった。放送会館のスタジオを埋めつくす観客は， １つ
しか鳴らない鐘の音に笑い声を響かせながら，万雷の拍手をおくる。
　現在我々が思い描く「のど自慢」と最も異なる点は，合格の基準が厳しいことと
少なくとも出演者自身は演目に対して緊張して真剣に取り組んでいることだ。そこ
には現在の「のど自慢」の「明るく，楽しく，元気よく」が前面的に強調されては
いない。こうした歌うことに対する真剣な姿勢は，「全国コンクール」のほうでは
より徹底されている。総数３万人以上の予選から勝ち残ってきた出場者たちの歌唱
力は高い。「テスト風景」が様々な演目を認めているのに対して，「全国コンクール」
は「歌曲」・「歌謡曲」・「俗曲」という歌のみに対象を限定しており，それぞれのジャ
ンルでその技巧を競った。出演者たちは，アコーディオンやピアノ伴奏のもと歌う
「テスト風景」とは異なり，オーケストラの生演奏をバックに歌声を響かせる。また，
「テスト風景」では，NHKの職員のみによって審査員が構成されていたが，「コン
クール」では，堀内敬三などの音楽評論家も審査にあたっていた。そこには笑い声
が飛び交うような余地は無く， １位になった参加者たちは「関東・甲信越のみなさ
まご声援ありがとうございました」と地元の人々に感謝の意を述べつつ“粛々と”
優勝カップを受け取っていた。
　上記２つの記録映画は１９４８年３月頃のもので，その後「テスト風景」と「全国コ
ンクール」はそれぞれの性格の違いをより明確にしていく。「テスト風景」は４８年
１０月から宮田輝が司会となった。彼の出演者たちをからかうような司会ぶりは，人
気を博し，「テスト風景」を笑いで包んでいく。１９５３年９月２３日に放送された『のど
自慢素人演芸会テスト風景』の音声が NHK放送博物館に残されており，３０人の出
演者たちの服装や職業を聞いて軽快にやりとりし，時に，学生の参加者に対して「せ
いぜい勉強して下さい」などと皮肉る宮田の声が録音されている。また，ジャズを
歌って合格し「ジャズはお好きですか」と聞かれ「１日中歌ばかり歌っています」
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と嬉しそうに答える若い女性や，「めいどのみやげ」にするために来たという鐘１
つの７４才老女など，歌を楽しむ人々の姿が伝わってくる。
　一方，「全国コンクール」は第２回の歌謡曲優勝者，荒井恵子がその後 NHKの
専属歌手となりプロデビューを果たすなど，プロへの登竜門としてみなされるよう
になっていった。優勝すればそのままレコードデビューができたわけではなかった
が「全国コンクール」は歌手を志す者が歌唱力を試す，認められるための機会であっ
た。第１４回の歌謡曲日本一になった橋本迪弘が独力でメンバーを探し出し，結成し
たという「NHKのど自慢『日本一友の会』」メンバーへのインタビュー調査では，
コンクールにしか出たことがない，と話すものが多い。第１回の歌曲日本一になり
『第１回全国コンクール優勝大会』の映像にも出演している岩本忠氏は１９４７年，毎日
音楽コンクールで第１次予選に合格し，歌の評価を得たいと「のど自慢」のコンクー
ルにも出場し優勝したが，それ以降「のど自慢」には出演していない。１９６３年歌曲
日本一の大川五郎氏も当時「歌曲のアマチュアレベルのコンテストは『のど自慢』
しかなかった」と語り，「テスト風景」には出たことがないという。歌曲だけでなく，
歌謡曲を歌う者も同様で，第５回歌謡曲で優勝，後にプロデビューも果した鳴海日
出夫氏は「日本一になるために」「のど自慢」に出たと話した。第１０回の歌謡曲日
本一の竹沢光子氏もコンクールだけを目指して歌を習った。コンクールに出場し，
優勝することは現代の我々の想像を超えて栄誉なことであった。千葉県出身の竹沢
氏が優勝して帰郷したところ，地元の群集の大歓声に迎えられた。凱旋パレードも
行なわれ，ファンレターは１０００通にも達したとい う 。
 （̑ ）̐
４．「のど自慢」の社会的受容
４．１　「雑音」のインパクト
　一般の人々が放送に出演し歌を歌うという初めての試みは，どのように受け止め
られ，放送や人々自身にどのような影響を及ぼしたのだろうか。当時の資料を参考
に考察してみよう。第１の影響として，マイクロフォンを大衆に委ね，誰もが放送
に参加できるというポテンシャルを日本中の人々に気付かせたことがあげられる。
かつて石川弘義は，視聴者参加番組の初期の人気を支えていたのが，放送に誰もが
参加できるという「庶民の素朴な驚き 」  にあったと指摘した。視聴者参加番組が誕
 （̑ ）̑
生する前，ラジオから聴こえてくる声とは，国家の意志を裏打ちしたものであり，
大衆にとってはどこか上段の別世界からふってくる絶対的な音であった。隣近所か
ら聞こえてくるような市井の声が放送から届けられることは，石川の指摘する通り
驚きであり，耳を傾けるだけにすぎなかった「放送」が自分と同じ人間によって作
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られ，更に自ら参加しその声の送り手となりうるという新たな発見であったのであ
る。
　第２に注目したいのが，番組はかつての放送の「雑音（ノイズ） 」  であったとい
 （̑ ）̒
う点である。調子のずれた歌声も，まごついた声も，一昔前の放送秩序から外れた
「雑音」であったといえよう。放送の内容よりも，その秩序から逸脱した音そのも
のが驚きであり，新鮮だった。佐藤忠雄は「テレビ番組の可能性」という論稿の中
で，戦後「のど自慢」の「カンカンカン……というとてつもなく陽気な鐘の音」を
それまで権威ある国家事業であった電波から聞いて，「秩序がグニャグニャに溶けて
ゆく」快感を覚えたと述べてい る 。全国に堂々と放送された「のど自慢」の調子外
 （̑ ）̓
れの声こそが，聴覚にもたらしたインパクトとして――好印象であったにしろ悪印
象であったにしろ――大きかったのではなかったか。従来正統とされていたものへ
のアンチテーゼとなり，新たな時代の到来を印象づけることになったのであろう。
島浦精二は民主主義の概念を定着させるものとして，こうした視聴者参加番組の意
義を論じている。
［視聴者参加番組］は日本の民主主義の成長の上に，極めて地味だが意外に大き
な役割を果たしていると考えている……民主主義の形式だけが突然天から降って
来て，なにも分らずにそれだけで喜んだりまごついたりの日本人に，肝心な民主
主義精神をなんとなく身につけさせるのにこの種の放送が役立っていると言いた
いのである。少なくとも「民主主義とは」と大上段にふりかぶった書物などの手
のとどかないところで案外に大きな仕事をしていると思うのだがどうだろ う 。
 （̑ ）̔
「のど自慢」がもたらしたノイズ混じりの新鮮な音は，新しい主義思想を「なんと
なく身につけ」，新しい時代の到来を感じ取るための身体的なインパクトとなった，
と言えるだろう。
４．２　歌 う 喜 び
　しかしながら，そうした「音」のインパクトとは，その斬新さに裏打ちされたも
のであり，長期的に継続したものではなかった。電波にのるはずもなかった「雑音」
が，耳慣れた「日常の音」になるに従って，その驚きは薄れていった。また，秩序
を“グニャグニャにする”ようなインパクトを持った「のど自慢」それ自体が「や
がて，それなりに一つの小さな秩序のワク組の中にちんまりおさまってしまった 」  
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と佐藤忠男が表現しているように，「のど自慢」の出演者が「出演者」としてのふ
るまいがうまくなっていくに従って，当初あった違和感が和らいでいったに違いな
い。結局の所，「雑音」のインパクトは，番組開始初期のものにすぎず，時間の経
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過とともに薄らいでいくものであった。
　実際，街頭インタビューという手法を用いた同時期に開始された視聴者参加番組
である「街頭録音」は，１９５７年３月には打ち切られ，そこで蓄積された番組作りの
技術は，ドキュメンタリーなどの様式に吸収されていった。一方「のど自慢」は，
変容をしながらも，今日まで継続している。両者の違いはどのような点にあったの
か。
　街の人々の声をマイクで拾いあげるという趣旨で始まった「街頭録音」が終了し
たのは，強い政治的な思想を持った常連の人々に，発表する場が占拠されるような
傾向があったためであ る 。これを佐藤忠男は，政治のアマチュアのための番組を「政
 （̒ ）̌
治のプロを志す連中が利用したことによって，本来の初々しい良さが失われた 」  と
 （̒ ）̍
表現したが，実際のところ，煽動的要素が強い面もあった。一方「のど自慢」は，
アマチュアの番組であり続けた。参加者の中にはプロを志すものがいたが，制作者
は演出手法においてアマチュアリズムの徹底にこだわり，それを番組形態として紆
余曲折がありながらも定着させることに成功した。このことは，参加を希望する数
の違いに起因すると考えることができる。「街頭録音」はプロ志向の参加者を圧倒
するだけのアマチュアを集められなかったのである。一方「のど自慢」には，いく
らでも出演を希望するアマチュアがいた。その数は，第１回目の全国コンクールで
３万数千人以上，第２回で１万８０００人，第３回は１万７０００人，第４回が１万８０００人
に上 る 。これ以外に４月から１２月まで行われる毎週の「テスト風景」で少なくとも
 （̒ ）̎
開催毎の規定人数の１５０名以上の応募があったことを併せるとどれだけ多くの出演
希望者がいたかがわかるであろう。
　もう一点違いとしてあげられるのは，「街頭録音」は基本的に「人々が話すこと」
自体に意味を持たせるに留まった番組であったことである。すなわち，真面目に参
加し発言しようが，それはあくまで街角のアノニマスな声であり，それ以上でもそ
れ以下でもなかった。発言が何かの影響力を持つことにはなかなかならず，内容よ
り発言するという行為自体が大事だった。一方，のど自慢も人々が歌うこと自体に
意味を持たせたが，同時に，その歌は鐘を鳴らすことで，ジャッジの対象とされ，
ゲーム的要素が加えられた。人々はなるべく多くの鐘を鳴らそうと明確な目的と遊
び心を持って参加し，また，聴取者も楽しく聴いていたのである。
　「のど自慢」が継続した要因を一言でまとめると，「のど自慢」は聴取者が参加す
ること，受容すること，双方において望んだ番組であったということになろう。「街
頭録音」では聴取者が発言したいか否かは問われず，むしろ作り手側の意図として，
発言させよう――人前で自らの意見を述べるべき，という教育的見地さえ伴った――
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とする番組であった。一方，「のど自慢」は，聴取者の「歌って楽しみたい」という
欲求を満たすものであった。先ほどあげた参加希望者数の多さもそれを裏付けるも
のであるが，初期の頃のマイクに対する大衆の反応からもそれは顕著である。「の
ど自慢」は，数回告知を流しただけで，初日は９００人もの人間が集ったばかりか，
その後も参加を希望する人数は増加していった。マイクを前に散り散りに逃げていっ
た初期の頃の「街頭録音」に対し，人は「のど自慢」では，奪い合うかのようにマ
イクの前で歌声を披露した。「のど自慢」は，聴取者の「歌いたい」という欲求に
応える番組だったのだと言えよう。聴取者の「歌いたい」という欲求を発見した番
組であったと言い換えてもいい。そして，この発見は聴取者自らの発見でもあった
のだと思う。
　また，その「歌う」という行為はマイクロフォン技術を通してより魅力的なもの
となっていたのではないか。「のど自慢」で人々はマイクの前で歌を歌うことを知っ
た。「のど自慢」が始まる直前まで戦時下だったという切迫した状況を考えると，
マイクの前で歌うような経験は参加者の殆どは持っていなかったに違いない。マイ
クの前で歌うということは，特別な経験である。マイクは声を拡張し，全く異質な
音を生み出す。また，まるで憧れのレコード歌手のように，マイクの前に立って歌
うこと，それ事態がわくわくするような経験となったであろう。自分の歌が放送さ
れるということは，まさに歌手の疑似体験なのである。人々は「のど自慢」を通じ
て，マイクで「歌う」ことの楽しさや喜びを見出し，すなわち自らの身体を――技
術によって拡張しながら――使った新しい遊びを見いだしたのである。
　「のど自慢」によって歌うことに魅了された人物として，聞き取り調査をした石
井政司氏のことに触れておきたい。石井氏は「のど自慢」が始まって間もない１９４６
年２月頃，闇米を運ぶため，たまたま通りがかった「のど自慢」に出場し，『誰か
故郷を想わざる』を歌って合格する。その後，予選会含め「のど自慢」に２００回以上
出場し，それ以外にも村や町が催したのど自慢大会にも２００回位は出場したと言う。
１９６３年の第１６回「NHKのど自慢全国コンクール」埼玉県決勝大会では歌謡曲部門で
２位になっている。彼と歌との出会いは「のど自慢」であり，合格して放送に出演
してから歌を歌うことに夢中になった。「歌は習ったことはないけどね。ラジオで
聴いて気に入った歌をレコードで手に入れて何度も練習したよ。」服装店を営んで
いたが，１９７９年に歌謡教室を始め，現在でも埼玉県歌謡連盟・副理事長，音楽連盟
の顧問，歌謡指導者連盟・相談役を勤めてい る 。
 （̒ ）̏
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お　わ　り　に
　ここまで論じてきたように，「のど自慢」は，戦後の再秩序化に向け放送空間が
大きく変容する中で，誕生した番組であった。GHQの占領政策によって，日本の
放送は，政府のプロパガンダ装置から「大衆への奉仕」を掲げた民主的なものへと，
１８０度転換させられることとなった。こうした外圧による価値観の逆転の中，新し
い番組作りが積極的に進められ，その一つとして従来受け手でしかなかった大衆の
声を放送に流すという試みがなされるようになった。
　音楽番組は音楽を流して聴かせるもの，という常識を覆し，「のど自慢」は「大衆」
の歌声を放送に流すことで大変な人気を呼んだ。何よりも当時の人々の「歌いたい」
という気持ちと合致したことが大きく，結果として，放送空間には人々が歌い合っ
て楽しむための「場」が生まれた。視聴者が望む場を提供するという発想は，それ
までの上意下達の放送のあり方では考えられず，放送が視聴者と共に歩もうとする
上で具体的な第一歩の試みになったと言えよう。現在の視聴者参加番組では視聴者
はともすると演出の一部として位置づけられ，番組のために消費される存在になり
がちである。初期の「のど自慢」に見られる視聴者と共につくる番組づくりの試行
錯誤と創造性は，現在の放送にも重要な示唆を与えてくれるのではないだろうか。
視聴者を笑うのではなく，ラジオやテレビの前で審査員のような気持ちになりながら，
自分と同じ視聴者の歌声を楽しむ。まさに放送文化で生まれた一つの遊びの形なの
だと思う。
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各地のお祭，信用金庫の慰安会などに出演し続けた。」
 「戦後３５年－われらの英雄３５人：下門英二」『文藝春秋』文藝春秋社　１９８０年９月号　１５３－
１５５頁
準２８  丸山は「街の素人のど自慢を募集する。希望者は住所，氏名，年令，職業，曲目を紙片
に書いて当日午後１時までに放送会館内玄関に来られたき」旨の簡単のアナウンスを数回
おこなったと記している。丸山鉄雄「番組誕生：“のど自慢”」『放送文化』日本放送協會　
１９５８年５月　５４頁
準２９  丸山　脚注（２８）掲書
準３０  石川弘義『欲望の戦後史：社会心理学からのアプローチ』太平出版社　１９４８　１６頁
準３１  資料によっては，第１回目応募数は８００名（『ラジオ年鑑』１９４８年版），当日審査をしたの
は３００名，合格者は２５名（丸山，１９５８年５月。脚注（２８）掲書），など人数にばらつきがある
が，同時期に書き残された丸山の原稿（１９４６年６月号　脚注（３２）参照）でも審査１００名，合
格者１０名とされているため，本稿ではこの数字を用いた。
準３２  丸山鉄雄「大衆音楽　放送展望」『放送文化』日本放送協會　１９４６年６月号　１２頁
準３３  丸山　脚注（２８）掲書
準３４  「押しかけたノド自慢」『アサヒグラフ』朝日新聞社　１９４６年３月２５日
準３５  「のど自慢２５年：世相よもやまばなし」脚注（２４）掲書
準３６  「のど自慢」がどの位の期間行なわれていいたか，はっきりした記録は残されていないが，
「ラジオ劇場」は１９４８年８月５日に閉鎖されている。（『ラジオ年鑑』１９４９年版　２７２頁）
準３７  １つ， ２つ，合格という現在の３種類の鐘の音色は，三上秀俊氏が１９６０年に譜面を作り
地方局に配布したという。「〈のど自慢〉の鐘の楽譜をつくった――特集・３５周年を迎えた
NHKのど自慢」『グラフ NHK』１９８１年３月号　２０頁
準３８  丸山　脚注（２８）掲書
準３９  「のど自慢２５年：世相よもやまばなし」脚注（２４）掲書
準４０  「のど自慢６年のあゆみ」『第４回NHKのど自慢全国コンクール優勝大会』パンフレット　
１９５１年３月２１日
準４１  「のど自慢ゴシップ集」『NHKラジオ新聞』１９５１年１月６日
準４２  人数データは『ラジオ年鑑』１９４８年版－５１年版から
準４３  人数データは脚注（４２）と同じ
準４４  人数データは『ラジオ年鑑』１９６１年版－６２（１）年版から
ラジオの民主化と「のど自慢」
準４５  のど自慢は地方の各管区主催でも開催されていた
準４６  人数データは『ラジオ年鑑』１９５３年版－５６年版から
準４７  『ラジオ年鑑』１９４９年版　７７頁
準４８  『ラジオ年鑑』１９６１年版　１４９頁
準４９  「“歌”いくたびか――のど自慢ないしょ話」『週間読売』読売新聞社　１９５５年５月１５日号　
４－１１頁
準５０  清水瀧治「レコード会社からみた素人のど自慢風景」『放送文化』１９４８年１０月号　１８頁
準５１  『ロッパ一座新緑講演』パンフレット　有楽坐　１９４８年
準５２  制作は東洋映画起業社，製作者が古城菅也となっており，構成者に三枝健剛の名前もあ
る。
準５３  この『素人のど自慢――テスト風景』は，鐘の音とテーマ音楽から始まり，あたかも１
回の番組であるかのように構成されており，映像の最後で「来週は『全国コンクール』を
お伝えします」と告知している。しかし，番組途中で鐘を鳴らした人物と最後に合格者と
して紹介された人物が別人であったり，三枝プロデューサーの挨拶があったり，第１回目の
合格者「床屋の英ちゃん」がゲストとして歌ったり，実際行なわれたテスト風景をそのま
ま撮影したものではなく，番組紹介用にいくつかのシーンを構成して制作されているよう
である。
準５４  竹沢光子氏インタビュー調査から
準５５  石川弘義「視聴者参加番組の戦後史」『放送文化』１９６７年１１月号　日本放送協會
準５６  ジャック・アタリ『ノイズ：音楽／貨幣／雑音』みすず書房　１９８５年
準５７  佐藤忠雄「テレビ番組の可能性」『マスコミの課題――現代の教養１１』１９６７年　１６２頁
準５８  島浦精二「のど自慢２５年：世相よもやまばなし」『放送文化』１９７０年３月号　日本放送協
會
準５９  佐藤　脚注（５７）掲書　１６６頁
準６０  当時の『街頭録音』の模様については次の文献が詳しい。
 藤倉修一『マイクとともに』講談社　１９５２年
 塩沢　茂「“街頭録音”と藤倉修一」『放送をつくった人たち』オリオン出版社　１９６７年
準６１  佐藤忠男「大衆と自己表現欲の解放」『放送文化』１９６７年１１月号　日本放送協會　３０頁
準６２  数字は『ラジオ年鑑』（１９４８年版～１９５１年版）から。なお，「全国コンクール」の地区予選
からの入場総観覧者数は第２回で２０万，第３回で３０万，第４回で約４０万人とされる。
準６３  石井氏インタビュー調査から
参　考　文　献
『朝日新聞』「声」欄　１９４６年４月１３日
『朝日新聞』「声」欄　１９４９年８月１４日
藤倉修一『マイクとともに』講談社　１９５２年
芸能史研究会編『日本芸能史７：近代・現代』法政大学出版局　１９９０年
『GHQ文書による占領期放送史年表』NHK放送文化調査研究所・放送情報調査部　１９８７年
後藤和彦「放送の将来―その検討作業のための覚え書（２）」『文研月報』１９７４年３月号　日本
放送協會放送文化研究所　日本放送出版協会
花輪一郎「思い出の人・思い出の番組：NHKの３０年をふりかえる＜最終回＞」『音楽の世界』
日本音楽舞踊会議　１９８８年２月号
広島経済大学研究論集 第３２巻　第３号９４
９５
細川周平『サンバの国に演歌は流れる：音楽にみる日系ブラジル移民史』中央公論社　１９９５
年
市川堅三郎ほか「続・新しいテレビジャーナリズムを創る　５～７」『月刊民放』１９７５年９月
号～１１月号　日本民間放送連盟
石田佐恵子『有名性という文化装置』勁草書房　１９９８年
石川弘義「視聴者参加番組の戦後史」『放送文化』１９６７年１１月号　日本放送協會
石川弘義ほか「特集・視聴者参加番組をさぐる」『放送文化』１９６７年１１月号　日本放送協會
石川弘義『欲望の戦後史：社会心理学からのアプローチ』太平出版社　１９４８年
ジャック・アタリ『ノイズ：音楽／貨幣／雑音』みすず書房　１９８５年
金子辰雄『ふれあい２０００万人の「のど自慢」』講談社　１９８８年
橘川幸夫ほか「特集・あなたが主役・視聴者主役のコンセプト」『放送批評』放送批評懇談会　
越野宗太郎編『東京放送局沿革史』１９２８年
倉田喜弘『「はやり歌」の考古学：開国から戦後復興期まで』文藝春秋　２００１年
倉田喜弘『近代歌謡の軌跡――日本史リブレット』山川出版社　２００２年
倉田喜弘『日本レコード文化史』東書選書　１９９２年
黒田　勇『ラジオ体操の誕生』青弓社　１９９９年
丸太　実「『のど自慢』５０年：転機をバネに，明るく楽しく元気よく」『放送研究と調査』１９９６
年２月号
丸山鉄雄「番組誕生：“のど自慢”」『放送文化』日本放送協會　１９５８年５月　５４頁
丸山鉄雄「歌謡曲の審査について」『第１回のど自慢全国コンクール優勝大会』パンフレット 
１９４８年
丸山鉄雄「大衆音楽　放送展望」『放送文化』日本放送協會　１９４６年６月号
マスコミ受容過程研究会「テレビ視聴者参加番組における利用と満足の実態」『東京大学新聞
研紀要』２５号　１９７７年　９１－２０１頁
松下圭一『戦後民主主義の展望』日本評論者　１９６５年
「名物放送がくや話」『放送』１９４７年１２月号　日本放送協會
宮川泰夫『宮川泰夫の「のど自慢」がゆく』毎日新聞社　２００１年
水越　伸『デジタル・メディア社会』岩波書店　１９９９年
水越　伸『メディアの生成――アメリカ・ラジオの動態史』同文館　１９９３年
日本放送協会編『放送五十年史　資料編』日本放送出版協会　１９７７年
日本放送協会編『放送の５０年：昭和とともに』日本放送出版協会　１９７７年
日本放送協会編『NHK年鑑＝ Radio & television year book』１９５４年版～　ラジオ・サービ
ス・センター→日本放送出版協会
日本放送協会編『NHK the radio yearbook』１９４９年版～１９５３年版　日本放送出版協會→ラジ
オ・サービス・センター
日本放送協会編『２０世紀放送史』日本放送協会　２００１年
日本放送協会編『ラヂオ年鑑』１９３１年版～１９４１年版　誠文堂→日本放送出版協會
日本放送協会編『ラジオ年鑑』１９４２年版～１９４８年版　日本放送出版協會
日本放送協会編『続・放送夜話』日本放送出版協会　１９７０年
『のど自慢』のど自慢社
「のど自慢ゴシップ集」『NHKラジオ新聞』１９５１年１月６日
「のど自慢２５年：世相よもやまばなし」『放送文化』日本放送協會　１９７０年３月号
「のど自慢」な人びと制作委員会編『「のど自慢」な人びと：映画『のど自慢』ノベライズ・
ラジオの民主化と「のど自慢」
マガジン』文芸春秋　１９９８年
「『のど自慢』の思い出　放送あの時」『赤旗』１９７５年５月１３日
「のど自慢６年のあゆみ」『第４回 NHKのど自慢全国コンクール優勝大会』パンフレット　
１９５１年３月２１日
『のど自慢新聞』のど自慢新聞社
「のど自慢全國コンクール　審査員が語る入選のコツ・三枝プロデューサー談」『ラジオ新聞』
１９４８年２月４日
大阪市立大学・コミュニケーション研究会『視聴者参加番組の現状と将来像に関する社会心
理学的研究』１９７７年
「押しかけたノド自慢」『アサヒグラフ』朝日新聞社　１９４６年３月２５日
『ロッパ一座新緑講演』パンフレット　有楽坐　１９４８年
三枝健剛「ある日の“のど自慢”：のど自慢がくや風景」『放送』日本放送協會　１９４８年１０月
号
三枝健剛「第二回のど自慢全国コンクール総決算」『放送文化』日本放送協會１９４９年４月号
三枝健剛「のど自慢由来記」　第１回『のど自慢全国コンクール』優勝大会パンフレット　
１９４８年３月２１日
佐藤忠男「大衆と自己表現欲の解放」『放送文化』１９６７年１１月号　日本放送協會
佐藤忠雄「テレビ番組の可能性」『マスコミの課題――現代の教養１１』１９６７年
佐藤智雄「放送における“参加”の意味と類型――特集・視聴者参加番組を考える」『放送文
化』１９７４年１０月号　日本放送協會
佐藤智雄ほか「特集・視聴者参加番組を考える」『放送文化』１９７４年１０月号　日本放送協會
「戦後３５年－われらの英雄３５人：下門英二」『文藝春秋』文藝春秋社　１９８０年９月号
島浦精ニ「のど自慢２５年：世相よもやまばなし」『放送文化』１９７０年３月号　日本放送協會
清水瀧治「レコード会社からみた素人のど自慢風景」『放送文化』１９４８年１０月号
塩沢　茂「“街頭録音”と藤倉修一」『放送をつくった人たち』オリオン出版社　１９６７年
「素人のど自慢　第一回合格者たち」『週間新潮』新潮社　１９８４年１月５日　５０頁
高木教典・福田喜三「日本ファシズム形成期のマス・メディア統制（二）――マス・メディア
組織化の実態とマス・メディア」『思想』１９６１年１１月号　岩波書店
高瀬荘太郎「發刊を祝す」『のど自慢新聞』のど自慢新聞社　１９５０年２月５日
竹山昭子『ラジオの時代：ラジオは茶の間の主役だった』世界思想社　２００２年
竹山昭子『戦争と平和：資料が語る戦時下情報操作とプロパガンダ』社会思想社　１９９４年
「床屋の英ちゃんのど自慢を語る：“カネ３つ”は昔ばなし」『読売新聞』１９５９年７月１３日
土屋祐子「『のど自慢』：『視聴者参加番組』のメディア史的考察」２００２年度　東京大学大学院
学際情報学府修士学位論文
津金澤聰廣編著『近代日本のメディア・イベント』同文舘出版　１９９６年
津金澤聰廣編著『戦後日本のメディア意・イベント』世界思想社　２００２年
津金澤聰廣，有山輝夫編著『戦時期日本のメディア・イベント』世界思想社　１９９８年
鶴見俊輔『限界芸術論』勁草書房　１９８２年
「“歌”いくたびか――のど自慢ないしょ話」『週間読売』読売新聞社　１９５５年５月１５日号
山口誠『英語講座の誕生：メディアと教養が出会う近代日本』講談社　２００１年
山本文雄編『日本・マスコミュニケーション史』東海大学出版会　１９９８年
柳田國男『民謠覺書』創元社　１９４０年
矢沢寛『流行歌気まぐれ５０年史』大月書店　１９９４年
広島経済大学研究論集 第３２巻　第３号９６
９７
吉見俊哉『「声」の資本主義：電話・ラジオ・蓄音機の社会史』講談社　１９９５年
吉見俊哉『メディア時代の文化社会学』新曜社　１９９４年
インタビュー調査
出演者＊
石井政司氏「のど自慢」出演者（２００２年５月１４日実施）
岩本　忠氏　第１回全国コンクール歌曲１位（２００２年１１月５日実施）
大川吾郎氏　第１６回全国コンクール歌曲１位（２００２年１２月１３日実施）
下門英子氏　下門英司氏長女（２００２年１２月８日実施）
竹沢光子氏　第１０回全国コンクール歌謡曲１位（２００２年１１月２６日実施）
鳴海日出夫氏　第５回全国コンクール歌謡曲１位（２００２年１２月１１日実施）
橋本迪弘氏　第１４回全国コンクール歌謡曲１位（２００２年７月１６日実施）
NHK職員＊
金子辰雄氏　元 NHK「のど自慢」アナウンサー（２００１年１２月１９日実施）
川口幹夫氏　前 NHK会長（２００２年３月１９日実施）
花輪一郎氏　元 NHK音楽部（２００１年１１月１２日実施）
丸山茂樹氏　元 NHK音楽部（２００１年１１月１４日実施）
ラジオの民主化と「のど自慢」
